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今年は辰
たつ
年。かつて辰年

の矢巾町で起こった出来
事を集めてみました。

　住みよいまちづくりのため町
民憲章を制定。同時に町のシン
ボル「ゆり」「かっこう」「まつ」
も決定しました。

昭和51年（1976年）

　町内初の県立学校である不来
方高校が開校しました。同校の
周辺地域は開校を機に、宅地造
成などの開発が進みました。

昭和63年（1988年）

　町循環バス「さわやか号」の
運行が始まった年でした。現在
の町の公共交通は「やはばす」、

「のりあい号」があります。

平成12年（2000年）

　西徳田の国指定史跡「徳丹城」
が弘仁 3（812）年頃の造営か
ら 1200 年となり、古代平安行
列の再現などが行われました。

平成24年（2012年）

　令和 5 年は「4 年ぶり通常開催」という言葉が多くの場
面で使用され、人々のさまざまな活動が再開された年とな
りました。主な話題を振り返ります。

　感染症の影響により中止や規模
縮小が続いていた各種行事が、コ
ロナ禍前と同規模で再開された年
となりました。
　各種イベントの出演者、来場者
ともにマスクを外して参加する様
子も多くみられ、さまざまな場面
で町民の笑顔が広がりました。
　写真は 7 月に開催された町夏
まつりです。ステージイベントで
は音楽団体が熱演した他、会場に
はさまざまな屋台が出店し、多く
の来場者でにぎわいました。

季節の行事が
4年ぶり通常開催

　町のシンボル・南昌山山頂の新
しい展望台が完成。6 月の山開き
に併せてお披露目しました。
　県立産業技術短期大学校と連携
し、宮沢賢治の物語の世界観など
をモチーフにデザイン。町出身で
賢治の親友の藤原健次郎、南昌山
と賢治との関わりが分かるパネル
なども設置。そのつながりから、
山開きの登山には賢治の実弟・清
六さんの孫で林風舎の宮澤和樹社
長も参加しました。南昌山に新展望台

宮沢賢治モチーフに

　4 月に行われた徳丹城春まつり
の中で、チャグチャグ馬コパレー
ドが初めて行われました。滝沢 -
盛岡間の印象が強い行事ですが、
古くから町内で育てられている馬
も参加しており、町内でのパレー
ド開催が切望されていました。
　パレードは医大通 2 丁目の県消
防学校から、春まつり会場の徳丹
城跡までの約 2㌔で実施。町道中
央 1 号線の歩道では多くの観覧者
が、初夏の風物詩として行われる
行事の雰囲気を楽しみました。

チャグチャグ馬コ
町内で初のパレード
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未来への鼓動
辰年や ばは

町民憲章・シンボルを制定

不来方高校が開校

さわやか号が本格運行

徳丹城造営から 1200 年

令
和
６
年
元
日

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
日
ご
ろ
の
町
勢
発

展
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
、
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
本
町
の
さ
ら
な
る
躍
進
と
発

展
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切

に
し
た
行
政
運
営
を
推
進
し
、
多
種
多
様

な
課
題
に
地
域
と
共
に
取
り
組
み
な
が

ら
、町
民
お
一
人
お
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、

手
を
取
り
合
い
未
来
へ
前
進
す
る
年
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
基
本
理
念
の
も
と
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町

と
す
る
た
め
、
町
民
の
幸
福
の
実
現
に
向

け
５
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
て
施
策
を
推

進
し
ま
し
た
。

　
「
共
生
で
輝
く
い
の
ち
を
守
る
取
り
組

み
」
で
は
、
全
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ

の
実
現
、「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま

ち　

や
は
ば
」
宣
言
、「
町
認
知
症
と
と

も
に
生
き
る
町
づ
く
り
条
例
」制
定
な
ど
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
し
た
。

　
「
住
環
境
の
整
備
」
で
は
藤
沢
第
２
、

田
中
、
下
花
立
の
３
地
区
の
大
規
模
宅
地

開
発
が
進
み
、
移
住
定
住
施
策
を
大
き
く

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
産
業
の
活
性
化
」
で
は
、
徳
田
橋
の

供
用
開
始
が
間
近
で
あ
り
、
一
般
国
道
４

号
盛
岡
南
道
路
の
事
業
化
決
定
も
併
せ
て

今
後
、
町
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
格
段
に
向

上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
西
部

地
区
に
は
、
東
北
エ
リ
ア
最
大
級
の
マ
ル

チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
プ
ロ
ロ
ジ
ス

パ
ー
ク
盛
岡
が
開
設
。
国
道
４
号
沿
線
の

企
業
誘
致
に
よ
る
開
発
と
合
わ
せ
、
産
業

の
活
性
化
、
地
域
活
性
化
、
雇
用
の
創
出

に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
」
で
は
、
日
常
生
活
で
も
デ
ジ
タ

ル
化
は
急
速
に
進
み
、
日
々
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

の
推
進
、住
民
総
合
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ「
や

は
ナ
ビ
！
」
な
ど
の
リ
リ
ー
ス
に
よ
り
効

果
的
な
行
政
情
報
の
発
信
お
よ
び
町
民
の

皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
共
創
と
近
助
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
本
町
の
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
、

将
来
世
代
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。
数
十
年
後

を
生
き
る
町
民
に
な
り
き
り
、
現
代
の

町
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
る
「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
の
手
法
を
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
て
活
用
。
こ
の
手
法
を
用

い
た
町
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
未
来
に
つ
な
が
る
多
く
の
ア
イ
デ
ア

が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
社

会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
隣
近

所
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
お
互
い
に
支

え
合
う
こ
と
や
、
町
と
町
民
の
さ
ら
な
る

心
の
通
う
関
係
性
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
は
、
４
月
か
ら
第
８
次
矢
巾
町
総

合
計
画
が
始
動
す
る
年
に
な
り
ま
す
。
町

勢
発
展
の
た
め
、
新
た
な
活
力
や
幸
せ
を

実
感
で
き
、
豊
か
な
文
化
や
環
境
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
て
ま
い
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
よ
り

良
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ら
な
る
本
町

の
発
展
と
町
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
全
身

全
霊
を
さ
さ
げ
て
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

歩
み
ま
す
。
そ
し
て
、
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
「
ふ
る
さ
と
矢
巾
」
を
誇
り
に
思

い
、
そ
し
て
将
来
の
矢
巾
を
支
え
、
自
分

ら
し
さ
を
見
つ
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

　
令
和
６
年
の
干え

と支
は「
甲き

の
え
た
つ辰」で

あ
り
、

古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
「
春
の
日
差

し
が
、
あ
ま
ね
く
成
長
を
助
け
る
年
」
と

さ
れ
、
こ
れ
は
春
の
暖
か
い
日
差
し
が
大

地
の
全
て
の
も
の
に
平
等
に
降
り
注
ぎ
、

急
速
な
成
長
と
変
化
を
誘
う
年
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
。
辰
は
「
振
る
う
」
に
由
来

し
て
お
り
「
自
然
万
物
が
振
動
し
、
草
木

が
成
長
し
て
活
力
が
旺
盛
に
な
り
形
が
整

う
状
態
」
を
表
し
、
大
き
な
飛
躍
を
連
想

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
が
雲
竜
の
昇
天

の
ご
と
く
町
民
の
皆
さ
ま
と
将
来
に
向

か
っ
て
飛
躍
に
つ
な
げ
る
年
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念

し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

矢巾町長
高橋 昌造
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